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戦後日本の美術展 美術展をきっかけにアーティストや評論家がつながり、社会的な美術の情勢がつくられることもあります。

読売アンデパンダン
1949～63年に開かれた無審査の公募展である。回が進むにつれ、若手作家による前衛的か
つ野心的な作品が多く集まるようになった。スキャンダラスな作品、ハプニング的要素をもった
音や行為の作品などが、美術評論における論争や、主催者、行政とのトラブルを巻き起こし、
15回で幕を閉じた。美術評論家の東

とう

野
の

芳
よし

明
あき

により反芸術と評された工
く

藤
どう

哲
てつ

巳
み

の作品を始め、
赤
あか

瀬
せ

川
がわ

原
げん

平
ぺい

、篠
しの

原
はら

有
う

司
し

男
お

、高
たか

松
まつ

次
じ

郎
ろう

、中
なか

西
にし

夏
なつ

之
ゆき

、三
み

木
き

富
とみ

雄
お

など、その後、国内外で高く評
価される美術家が多く参加していた。

人間と物質展
1970年に美術評論家、中

なか

原
はら

佑
ゆう

介
すけ

が企画した展覧会。「第10
回日本国際美術展」の別名で、東京都美術館にて開催され、
後に京都市美術館、愛知県美術館、福岡県文化会館へ巡
回。もの派およびアルテ・ポーヴェラを世界の美術における同時
代的な動向として日本に広く知らせる意欲的な内容だった。
P61    アルテ・ポーヴェラ

通過［紙・木枠］ 1956 

村
むら

上
かみ

三
さぶ

郎
ろう

［兵庫県・1925～96］

「第2回具体美術展」でのパフォーマンス。

電気服
［蛍光管・電球・コード／
高さ165cm 奥行き100cm］
1956（再制作1986）
高松市美術館蔵［香川県］

田
た

中
なか

敦
あつ

子
こ

［大阪府・1932～2005］

作品Ⅱ［油彩・紙／
183×243cm］ 1958 
兵庫県立美術館蔵

白髪一雄
［兵庫県・1924～2008］

ひもにぶら下がり
足で描く白髪。

白い円
［アクリル・キャンヴァス／
192×259cm］ 1967
大原美術館蔵［岡山県］

吉原治良［大阪府・1905～72］

もの派
1960年代後半に現れた、素材にあまり手を加えずに作品とする作家たちをもの派と
呼ぶ。彼らは制作において、土、石、木、紙、布、鉄などを配置して立体的に構成す
る。見る者に、配置した素材とそれを取り囲む空間を意識させる点に作品の特色があ
り、イタリアで同時代に起こったアルテ・ポーヴェラとの類似性が取り上げられるこ
とも多い。 P61    アルテ・ポーヴェラ

位
い

相
そう

─大
だい

地
ち

［土／円筒、穴ともに高さ270cm 直径220cm］ 1968

関
せき

根
ね

伸
のぶ

夫
お

［埼玉県・1942～2019］
関係項（原題：現象と知覚B）［石・ガラス］ 1969 

李
り

 禹
う

煥
ふぁん

［韓国・1936～］
無限状況［木］ 1970

菅
すが

 木
き

志
し

雄
お

［静岡県・1944～］

日本の前衛

具体美術協会
吉
よし

原
はら

治
じ

良
ろう

が大阪で1954年に結成した前
衛芸術グループの名称。ひもにぶら下
がり足で描く白

しら

髪
が

一
かず

雄
お

をはじめ、既成
概念に捉われない、作家ごとの個性的
な表現が特徴である。身体表現やイン
スタレーション（設置空間を含めて作品
とする表現形式）による作品も多い。ミ
シェル・タピエにより海外に紹介され、
その活動は国際的にも知られている。
P60    アンフォルメル

　第二次世界大戦後、日本の美術界では美術団体の復活や再編成が行
われましたが、従来の美術表現における既成概念を壊すような、先鋭
的で斬新な表現も試みられるようになっていきます。

62

資
料

美
術
史
料

日
本
の
前
衛
／
美
術
の
起
源

戦後日本の美術展 美術展をきっかけにアーティストや評論家がつながり、社会的な美術の情勢がつくられることもあります。

読売アンデパンダン
1949～63年に開かれた無審査の公募展である。回が進むにつれ、若手作家による前衛的か
つ野心的な作品が多く集まるようになった。スキャンダラスな作品、ハプニング的要素をもった
音や行為の作品などが、美術評論における論争や、主催者、行政とのトラブルを巻き起こし、
15回で幕を閉じた。美術評論家の東

とう

野
の

芳
よし

明
あき

により反芸術と評された工
く

藤
どう

哲
てつ

巳
み

の作品を始め、
赤
あか

瀬
せ

川
がわ

原
げん

平
ぺい

、篠
しの

原
はら

有
う

司
し

男
お

、高
たか

松
まつ

次
じ

郎
ろう

、中
なか

西
にし

夏
なつ

之
ゆき

、三
み

木
き

富
とみ

雄
お

など、その後、国内外で高く評
価される美術家が多く参加していた。

人間と物質展
1970年に美術評論家、中

なか

原
はら

佑
ゆう

介
すけ

が企画した展覧会。「第10
回日本国際美術展」の別名で、東京都美術館にて開催され、
後に京都市美術館、愛知県美術館、福岡県文化会館へ巡
回。もの派およびアルテ・ポーヴェラを世界の美術における同時
代的な動向として日本に広く知らせる意欲的な内容だった。
P61    アルテ・ポーヴェラ

通過［紙・木枠］ 1956 

村
むら

上
かみ

三
さぶ

郎
ろう

［兵庫県・1925～96］

「第2回具体美術展」でのパフォーマンス。

電気服
［蛍光管・電球・コード／
高さ165cm 奥行き100cm］
1956（再制作1986）
高松市美術館蔵［香川県］

田
た

中
なか

敦
あつ

子
こ

［大阪府・1932～2005］

作品Ⅱ［油彩・紙／
183×243cm］ 1958 
兵庫県立美術館蔵

白髪一雄
［兵庫県・1924～2008］

ひもにぶら下がり
足で描く白髪。

白い円
［アクリル・キャンヴァス／
192×259cm］ 1967
大原美術館蔵［岡山県］

吉原治良［大阪府・1905～72］

もの派
1960年代後半に現れた、素材にあまり手を加えずに作品とする作家たちをもの派と
呼ぶ。彼らは制作において、土、石、木、紙、布、鉄などを配置して立体的に構成す
る。見る者に、配置した素材とそれを取り囲む空間を意識させる点に作品の特色があ
り、イタリアで同時代に起こったアルテ・ポーヴェラとの類似性が取り上げられるこ
とも多い。 P61    アルテ・ポーヴェラ

位
い

相
そう

─大
だい

地
ち

［土／円筒、穴ともに高さ270cm 直径220cm］ 1968

関
せき

根
ね

伸
のぶ

夫
お

［埼玉県・1942～2019］
関係項（原題：現象と知覚B）［石・ガラス］ 1969 

李
り

 禹
う

煥
ふぁん

［韓国・1936～］
無限状況［木］ 1970

菅
すが

 木
き

志
し

雄
お

［岩手県・1944～］

日本の前衛

具体美術協会
吉
よし

原
はら

治
じ

良
ろう

が大阪で1954年に結成した前
衛芸術グループの名称。ひもにぶら下
がり足で描く白

しら

髪
が

一
かず

雄
お

をはじめ、既成
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私たちに身近な素材である紙は、薄くて軽く、折る、切る、貼るなどの加工が
容易で扱いやすく、加工方法を工夫すれば立体をつくることもできる。
また、厚さ、色、質感などの種類も豊富で、用途に応じて紙を選ぶことが
効果的な表現につながる。紙の特性を理解して、自分の表現に生かそう。

紙でつくる

紙の種類と加工の工夫
絵本「BLUE TO BLUE」では、異なる種類の紙をずらして重ねたり、
穴を開ける、切れ込みを入れるなどの加工の工夫をしたり
することによって、物語を豊かに表現している。

折って開いて動きを演出
紙を折り畳んだり開いたりする動作に着目し、
動作の前後で生じる変化を意識して表現を工夫すると、
見る人に驚きを与えることができる。
「サプライズ」では、カードを広げると、
人物の表情や場面などが変化するような演出を施している。

モチーフを立ち上げる
切れ込みを入れてパーツ同士を組み合わせたり、
パーツを貼り付ける位置や折り畳み方を工夫したりすることで、
本を開くとモチーフが立体的に立ち上がる仕組みをつくることができる。

BLUE TO BLUE［印刷・紙／24.5×19cm］ 1994

駒
こま

形
がた

克
かつ

己
み

［静岡県・1953～］ P45    駒形克己

サプライズ
［オフセット印刷・紙／
閉じた状態11×11.6cm 
開いた状態11×24cm］ 2014

井
い

手
で

久
く

美
み

子
こ

［兵庫県・1972～］

旅する風
［印刷・紙／24×24cm］
2017

新
しん

宮
ぐう

 晋
すすむ

［大阪府・1937～］

のりしろ
接着部分

山折り
谷折り
切れ込み

樹の幹が立ち上がる
構造の模式図
パーツAを、パーツBの切れ込みから
十字に差し込み、のりしろa～dを土
台となる本の接着部分a～dに貼り
付ける。

パーツA

a b

c

a

b

d

パーツB

c d
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9

焼
やけ

岳
だけ

［油彩・キャンヴァス／52.5×64cm］ 1941 メナード美術館蔵［愛知県］
安
やす

井
い

曾
そう

太
た

郎
ろう

［京都府・1888～1955］
大観が描いた山とは対照的に、安井は空や山に鮮やかな色を用いたり、輪郭
線をはっきりと描いたりすることで、晴れて澄み切った空気を表現している。

地中海の風景［油彩・板／81×125cm］ 1952 アルベルティーナ美術館蔵［オーストリア］
パブロ・ピカソ［スペイン・1881～1973］
風景全体の遠近感を弱め、建物などのモチーフがもつ直線的な輪郭を強調して、構成的な画面をつくりだしている。 P5・13・37    ピカソ

家路［油彩・キャンヴァス／
116.7×116.7cm］ 2020 生徒作品
「光が放つぬくもりをテーマに、普段は古
くさび付いた橋が、その間だけ見せる光
景を絵に残したいと思い描きました。」

奥行きの表し方を 
工夫して描こう

奥行きの描き方によって絵の印 
象が異なります。奥行きを工夫し 
て描き、主題を表現しましょう。

風景のイメージなどを基に、奥行きや空間などの効
果を考え、構想を練ったり鑑賞したりする。

奥行きや空間を生かして風景画に表す学習活動に、
主体的に取り組む。

大気や光、奥行きや空間、風景のイメージなどを捉
え、絵の具などの表現方法を創意工夫して表す。

学びの
目標
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45

文化祭のオリジナルグッズ 2015 生徒作品

1 入場ゲート［木材／10×5×5m］

2 タオル［布／33×83cm］

3 トートバッグ［布／58×39cm］

4 クリアファイル［プラスチック／31×22cm］

5 Tシャツ［布／着丈75cm］

文化祭の象徴として、ドイツのノイシュヴァンシュタイン
城をモチーフに入場ゲートを制作した。様々なグッズに
合わせてデザインした図柄では、ゲートと校章のイチョ
ウ、文化祭のマークを組み合わせて統一感を演出して
いる。

上はラッピングバスのデザイン。下2点はポ
スターである。右は、山上へつながる交通
機関の乗り継ぎ通路に、乗り換え案内とポ
スターが掲示されている様子。統一感のあ
るデザインは、訪れる人々に分かりやすい
誘導のサインにもなる。

九州大学病院小児医療センター サインデザイン 2006 ［福岡県］
アートディレクション：駒

こま

形
がた

克
かつ

己
み

［静岡県・1953～］プロデュース：定
さだ

村
むら

俊
とし

満
みつ

［福岡県・1951～］
駒形による絵本『もりのおいしゃさん』のストーリーを院内のサインデザインに展開した。来院する子ど
もたちに親しみや安心感を与えている。 P69    駒形克己

1
2

3

4

5

文化祭を表す共通のイメージを図柄で表し、グッズの種類
に合わせてデザインしましょう。

文化祭の装飾やグッズをデザインしよう

六甲山ブランドシンボル 2019
兵庫県神戸市にある六甲山の魅力を発信するためのシンボルマー
ク。「六甲山」の文字を四角形の組み合わせで図案化している。シ
ンボルマークを、ポスター、バスの装飾、乗り換え案内表示など
のデザインにも取り入れることで統一的なイメージを演出している。

イチョウがモチーフの校章。

統一感のあるデザインの効果や工夫について考え、構想を
練ったり鑑賞したりする。

統一感のあるデザインの学習活動に、主体的に
取り組む。

形や色彩、構成などの効果、統一感などを捉
え、表現方法を創意工夫して表す。

学びの
目標
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2 タオル［布／33×83cm］

3 トートバッグ［布／58×39cm］

4 クリアファイル［プラスチック／31×22cm］

5 Tシャツ［布／着丈75cm］

文化祭の象徴として、ドイツのノイシュヴァンシュタイン
城をモチーフに入場ゲートを制作した。様々なグッズに
合わせてデザインした図柄では、ゲートと校章のイチョ
ウ、文化祭のマークを組み合わせて統一感を演出して
いる。

上はラッピングバスのデザイン。下2点はポ
スターである。右は、山上へつながる交通
機関の乗り継ぎ通路に、乗り換え案内とポ
スターが掲示されている様子。統一感のあ
るデザインは、訪れる人々に分かりやすい
誘導のサインにもなる。

九州大学病院小児医療センター サインデザイン 2006 ［福岡県］
アートディレクション：駒

こま

形
がた

克
かつ

己
み

［静岡県・1953～2024］プロデュース：定
さだ

村
むら

俊
とし

満
みつ

［福岡県・1951～］
駒形による絵本『もりのおいしゃさん』のストーリーを院内のサインデザインに展開した。来院する子ど
もたちに親しみや安心感を与えている。 P69    駒形克己

1
2

3

4

5

文化祭を表す共通のイメージを図柄で表し、グッズの種類
に合わせてデザインしましょう。

文化祭の装飾やグッズをデザインしよう

六甲山ブランドシンボル 2019
兵庫県神戸市にある六甲山の魅力を発信するためのシンボルマー
ク。「六甲山」の文字を四角形の組み合わせで図案化している。シ
ンボルマークを、ポスター、バスの装飾、乗り換え案内表示など
のデザインにも取り入れることで統一的なイメージを演出している。

イチョウがモチーフの校章。

統一感のあるデザインの効果や工夫について考え、構想を
練ったり鑑賞したりする。

統一感のあるデザインの学習活動に、主体的に
取り組む。

形や色彩、構成などの効果、統一感などを捉
え、表現方法を創意工夫して表す。

学びの
目標

令和６年度用『高校生の美術２』教科書 訂正のお願い

令和６年12月

　令和６年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和７年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。

日本文教出版株式会社

ページ・行 原　　　　　文 訂　　正　　文 理由
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この内容についてのお問い合わせ先　編集部直通 03-3389-4623


